４．死因
（１）　死因順位
死因順位別死亡数及び死亡率は、表７のとおりである。本県の死亡総数のうち、悪性新生物、心疾患、脳血管疾患のいわゆる三大死因による死亡数の占める割合は53.7％と、全国の56.6％より低く、特に悪性新生物の割合が低くなっている。

	表７　死因順位別死亡数及び死亡率
	
	
	
	
	
	

	死因
	死　　亡　　数
	死亡率（人口10万対）
	構　成　比　（％）

	
	三重県
	三重県
	全国
	三重県
	全国

	
	平成
21年
	平成
20年
	対前年
増減
	平成
21年
	平成
20年
	平成
21年
	平成
20年
	平成21年

	　
	総数
	17,590
	17,904
	△314
	964.89
	957.6
	907.5 
	907.1 
	100.0 
	100.0 

	　
	　
	　
	
	　
	　
	　
	　
	
	　
	　

	1
	悪性新生物
	4,862
	4,925
	△ 63
	266.7 
	263.4 
	273.5 
	272.3 
	27.6 
	30.1 

	2
	心疾患
	2,715
	2,875
	△160
	148.9 
	153.8 
	143.7 
	144.4 
	15.4 
	15.8 

	3
	脳血管疾患
	1,878
	1,924
	△ 46
	103.0 
	102.9 
	97.2 
	100.9 
	10.7 
	10.7 

	4
	肺炎
	1,702
	1,828
	△126
	93.4 
	97.8 
	89.0 
	91.6 
	9.7 
	9.8 

	5
	老衰
	991
	1,021
	△ 30
	54.4 
	54.6 
	30.7 
	28.6 
	5.6 
	3.4 

	6
	不慮の事故
	680
	669
	11
	37.3 
	35.8 
	30.0 
	30.3 
	3.9 
	3.3 

	7
	自殺
	425
	379
	46
	23.3 
	20.5 
	24.4 
	17.9 
	2.4 
	2.7 

	8
	腎不全
	370
	383
	△13
	20.3 
	20.3 
	18.1 
	24.0 
	2.1 
	2.0 

	9
	慢性閉塞性肺疾患
	273
	261
	12
	15.0 
	14.0 
	12.2 
	12.3 
	1.6 
	1.3 

	10
	大動脈瘤及び解離
	229
	223
	6
	12.6 
	11.9 
	11.1 
	10.7 
	1.3 
	1.2 


（２）年齢別死因

本県における年齢階級（５歳階級）別にみた三大死因の死亡数は、図７のとおりである。また、年齢階級別にみた死因順位は、表８のとおりである。35～39歳から80～84歳までは「悪性新生物」、85歳以上は「心疾患」が１位となっている。一方、30～34歳より年齢の低い階級では「自殺」、「不慮の事故」など外因死が大きな割合を占めている。
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図７　年齢階級（５歳階級）別にみた三大死因の死亡数
[image: image2.emf]死因 率 死因 率 死因 率 死因 率 死因 率

総数

悪性新生物 261.0 145.8 脳血管疾患 100.8 肺炎 91.4 老衰 53.2

27.6 15.4 10.7 9.7 5.6

０歳

63.6 57.3 19.1 不慮の事故 19.1 12.7

27.0 24.3 8.1 8.1 5.4

1歳～4歳

不慮の事故 6.2 1.6 1.6 悪性新生物 1.6 1.6

36.4 9.1 9.1 9.1 9.1

5～9

4.6 悪性新生物 3.5 2.3 2.3 糖尿病 1.1555

28.6 21.4 14.3 14.286 7.1429

10～14

悪性新生物 2.2 1.1 1.1 0 0.0 0.0

40.0 20.0 20.0 0.0 0.0

15～19

自殺 7.6 不慮の事故 6.5 2.2 2.2 1.1

29.2 25.0 8.3 8.3 4.2

20～24

自殺 28.8 不慮の事故 9.3 4.1 3.1 1.0

56.0 18.0 8.0 6.0 2.0

25～29

自殺 13.8 不慮の事故 7.9 悪性新生物 3.9 2.0 肺炎 1.0

36.8 21.1 10.5 5.3 2.6

30～34

自殺 16.7 悪性新生物 7.5 不慮の事故 7.5 4.2 脳血管疾患 1.7

38.5 17.3 17.3 9.6 3.8

35～39

自殺 34.9 悪性新生物 14.6 12.4 9.5 脳血管疾患 2.9

39.7 16.5 14.0 10.7 3.3

40～44

自殺 29.9 悪性新生物 22.4 13.3 脳血管疾患 8.3 不慮の事故 8.3

24.8 18.6 11.0 6.9 6.9

45～49

悪性新生物 50.2 28.2 19.4 脳血管疾患 17.6 不慮の事故 9.7

32.2 18.1 12.4 11.3 6.2

50～54

悪性新生物 84.2 31.3 脳血管疾患 22.4 自殺 22.4 不慮の事故 11.6

38.7 14.4 10.3 10.3 5.3

55～59

悪性新生物 192.6 55.3 自殺 43.7 脳血管疾患 33.8 不慮の事故 26.1

42.5 12.2 9.6 7.4 5.8

60～64

悪性新生物 290.6 67.3 脳血管疾患 35.1 自殺 25.6 不慮の事故 24.9

49.1 11.4 5.9 4.3 4.2

65～69

悪性新生物 435.2 97.5 脳血管疾患 66.9 肺炎 41.9 不慮の事故 41.1

47.9 10.7 7.4 4.6 4.5

70～74

悪性新生物 662.1 185.4 脳血管疾患 131.4 肺炎 116.7 不慮の事故 74.5

41.0 11.5 8.1 7.2 4.6

75～79

悪性新生物 1046.6 436.9 脳血管疾患 288.3 肺炎 247.6 不慮の事故 88.0

35.7 14.9 9.8 8.4 3.0

80～84

悪性新生物 1322.3 755.2 脳血管疾患 630.3 肺炎 543.6 不慮の事故 182.2

27.2 15.6 13.0 11.2 3.8

85～

2117.1 悪性新生物 1614.9 肺炎 1531.2 老衰 1482.3 脳血管疾患 1424.8

18.6 14.2 13.4 13.0 12.5

注　　 ・死因順位の選び方については巻頭の付表を参照。

・乳児の死因については、乳児死因分類による。

・死亡率は日本人の事件件数を分子、総人口を分母として算出したものである。

・率の上段は各年齢階級における人口１０万対死亡率、下段は各年齢階級の死亡総数に対する割合（％）。
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死症候群

0

ウイルス肝

炎

先天奇形、変
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生した病態
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患
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自殺
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表８　年齢階級別にみた死因順位－死亡率（人口１０万対）・割合（％）
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（３）三大死因及び糖尿病による死亡数及び死亡率
「悪性新生物」、「心疾患」及び「脳血管疾患」の三大死因並びに「糖尿病」による死亡数及び死亡率の推移は、表９、図８のとおりである。平成21年においては、「心疾患」、「脳血管疾患」及び「糖尿病」の死亡率が全国値を上回っている。
	表９　年次別にみた三大死因および糖尿病による死亡数及び死亡率（人口１０万対）

	年次
	死　　　亡　　　数
	死　　亡　　率　　（　人　口　１　０　万　対　）

	
	悪性新生物
	心疾患
	脳血管疾患
	糖尿病
	悪性新生物
	心　疾　患
	脳血管疾患
	糖　尿　病

	
	
	
	
	
	三重県
	全国
	三重県
	全国
	三重県
	全国
	三重県
	全国

	昭和25年
	1,190 
	950 
	1,814 
	50 
	78.8 
	77.4 
	65.0 
	64.2 
	124.1 
	127.1 
	3.4 
	2.4 

	30
	1,421 
	1,073 
	2,022 
	54 
	95.7 
	87.1 
	66.8 
	60.9 
	136.1 
	136.1 
	3.6 
	2.5 

	35
	1,677 
	1,323 
	2,501 
	102 
	112.9 
	100.4 
	91.0 
	73.2 
	168.4 
	160.7 
	6.9 
	3.4 

	40
	1,847 
	1,479 
	2,769 
	115 
	122.0 
	108.4 
	98.3 
	77.0 
	182.8 
	175.8 
	7.6 
	5.2 

	45
	2,050 
	1,682 
	3,092 
	176 
	133.6 
	116.3 
	109.8 
	86.7 
	201.6 
	175.8 
	11.5 
	7.4 

	50
	2,243 
	1,838 
	3,075 
	197 
	137.9 
	122.6 
	113.0 
	89.2 
	189.1 
	156.7 
	12.1 
	8.1 

	55
	2,480 
	2,176 
	2,742 
	168 
	146.7 
	139.1 
	128.7 
	106.2 
	162.2 
	139.5 
	9.9 
	7.3 

	60
	2,723 
	2,472 
	2,584 
	184 
	156.6 
	156.1 
	142.2 
	117.3 
	148.7 
	112.2 
	10.6 
	7.7 

	平成2年
	3,137 
	2,910 
	2,247 
	185 
	176.0 
	177.2 
	163.3 
	134.8 
	126.1 
	99.4 
	10.4 
	7.7 

	7
	3,808 
	2,341 
	2,566 
	278 
	208.7 
	211.6 
	128.3 
	112.0 
	140.6 
	117.9 
	15.2 
	11.4 

	12
	4,409 
	2,359 
	2,108 
	245 
	240.5 
	235.2 
	128.7 
	116.8 
	115.0 
	105.5 
	13.4 
	9.8 

	17
	4,628 
	2,877 
	2,175 
	247 
	252.5 
	258.3 
	157.0 
	137.2 
	118.7 
	105.3 
	13.5 
	10.8 

	19
	4,781 
	2,731 
	1,902 
	216 
	261.1 
	266.9 
	149.2 
	139.2 
	103.9 
	100.8 
	11.8 
	11.1 

	20
	4,925
	2,875
	1,924
	238
	263.4 
	272.3 
	153.8 
	144.4 
	102.9 
	100.9 
	12.7 
	11.5 

	21
	4862
	2715
	1878
	218
	266.7
	273.5
	148.9
	143.7
	103
	97.2
	12.0 
	11.1 
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図８　三大死因及び糖尿病による死亡率（人口１０万対）の推移
（４）悪性新生物の部位別死亡数及び死亡率

部位別にみた悪性新生物の死亡数及び死亡率は、表１０のとおりである。前年の値と比較すると、「直腸S状結腸移行部及び直腸」、「喉頭」、「気管・気管支及び肺」、等が死亡数、死亡率ともに増加し、「胃」、「結腸」、「膵」等が減少している。
	表１０　悪性新生物の部位別死亡数及び死亡率

	部　　　　　位
	死　亡　数
	死 亡 率 （ 人 口 1 0 万 対 ）

	
	三　重　県
	三　重　県
	全　国

	
	平成21年
	平成20年
	対前年　　　増減数
	平成21年
	平成20年
	平成21年
	平成20年

	
	
	
	
	
	
	
	

	総数
	4,862 
	4,925 
	△ 63
	261.0 
	263.4 
	273.49
	272.3 

	　
	　
	　
	　
	
	　
	
	　

	口唇、口腔及び咽頭
	70 
	75 
	△ 5
	3.8 
	4.0 
	5.2 
	5.2 

	食道
	143 
	150 
	△ 7
	7.7 
	8.0 
	9.3 
	9.3 

	胃
	680 
	787 
	△ 107
	36.5 
	42.1 
	39.8 
	39.8 

	結腸
	395 
	421 
	△ 26
	21.2 
	22.5 
	22.8 
	22.9 

	直腸S状結腸移行部及び直腸
	217 
	199 
	18
	11.7 
	10.6 
	10.9 
	11.3 

	肝及び肝内胆管
	417 
	425 
	△ 8
	22.4 
	22.7 
	26.0 
	26.7 

	胆のう及びその他の胆道
	273 
	262 
	11
	14.7 
	14.0 
	14.0 
	13.7 

	膵
	371 
	405 
	△ 34
	19.9 
	21.7 
	21.3 
	20.6 

	喉頭
	18 
	9 
	9
	1.0 
	0.5 
	0.8 
	0.8 

	気管・気管支及び肺
	1,059 
	994 
	65
	56.9 
	53.2 
	53.7 
	53.1 

	皮膚
	19 
	24 
	△ 5
	1.0 
	1.3 
	1.0 
	1.1 

	乳房
	150 
	135 
	15
	8.1 
	7.2 
	9.5 
	9.4 

	子宮
	69 
	76 
	△ 7
	7.2 
	7.9 
	4.4 
	8.8 

	卵巣
	54 
	58 
	△ 4
	5.7 
	6.1 
	3.7 
	7.1 

	前立腺
	116 
	134 
	△ 18
	12.8 
	14.7 
	8.0 
	16.3 

	膀胱
	94 
	89 
	5
	5.0 
	4.8 
	5.3 
	5.1 

	中枢神経系
	30 
	25 
	5
	1.6 
	1.3 
	1.5 
	1.4 

	悪性リンパ腫
	157 
	146 
	11
	8.4 
	7.8 
	7.8 
	7.5 

	白血病
	102 
	109 
	△ 7
	5.5 
	5.8 
	6.3 
	6.1 

	その他のリンパ組織、造血組織及び関連組織
	74 
	48 
	26
	4.0 
	2.6 
	3.3 
	3.3 

	その他（上記以外）
	354 
	354 
	0
	19.0 
	18.9 
	19.0 
	18.8 

	注）
	・子宮、卵巣の死亡率は女子人口10万対の値である。

	
	・前立腺の死亡率は男子人口10万対の値である。

	
	・死亡率の算出には、厚生労働省公表の日本人人口を使用した。
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